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１ 活性化モデル商店街の概要 

 
 
 
 
◎商店街の将来ビジョン 

【現状】 
近年では、市全体で人口構造が変化し、住民の急速な高齢化や中心市街地に隣接する地域であっ

ても人口が減少していくことが推測される。また、地場産業の衰退により地域経済活動が縮小し

つつある。中小企業では経営者の高齢化が進み、事業継続が困難となるケースが増加しつつある。 
【課題】 
・売上減少や商店主の高齢化、後継者不足が原因と推測される空き店舗・空き地となるケースが

少なからず散見される。 
・来街者の高齢化によるニーズの変化に対応する取組みが求められる。 

【対策】 
   地域住民・家族同士の絆を深めるイベントの実施やコミュニティ交流の場を設置することに

よって、高齢者を始めとする地域住民がふれあう場として商店街をアピールする。地域コミュニ

ティの発展を推進していくことで、商店街への興味・関心を高め、来街者の増加を図り、空き店

舗へ出店者を誘致する。 
 
◎具体的に取組む事業内容 
○おいち祭り（28年度～32 年度） 

イベントを通じて、近隣住民、市民団体、ＮＰＯ法人等と連携を深める等 

○親子参加型商店街探検隊（29 年度～32 年度） 

   子育て世代の親を対象とした商店街でのイベントを併催し、来街者の誘致を図る等 

○来街者（近隣住民含）コミュニティスペース設置（30 年度～32 年度） 

休憩できて、話し合うことが出来るスペースを整備し、来街数増加を目指す等 

○巡回店舗誘致（31 年度～32 年度） 
   利用者のニーズに応えることができる不足業種のお店が定期的に空き店舗に入ることにより、

来街者の顧客満足度を増加させる。 
 
 
 
 

●キャッチフレーズ 

地域の伝統を継承し、温かい絆を育てる商店街 



２ 活性化モデル商店街の実績・成果等 

◎商店街の将来ビジョンの実績 
目指すべき商店街の将来像として、「周辺住民の”地域のかかせないパートナー”として認識さ

れること」を掲げて、イベントに取り組んできた。 
祭りを行う上で、地域の力が重要な役割を果たすと考え、地元の高校生や幼稚園、ＮＰＯ法人、

スポーツ団体等にも協力を得て祭りを盛り上げることができた。さらに、一度参加していただい

た団体には翌年も参加いただく等、商店街と他団体との繋がりが生まれた。 
祭りでは、親子世代向けのイベントを企画し、商店街を身近に感じていただくきっかけ作りに

取り組んだ。また、祭りの周知にも工夫を凝らし、地域で行うマルシェで宣伝を行ったり、ＳＮ

Ｓを活用して周知することができた。 
 
◎事業実績 
○おいち祭り（H28年度～R1年度） 

・イベントを通じて、近隣住民、市民団体、ＮＰＯ法人等との連携を深めた。 

・イベント自体のアピールを図るとともに、近隣住民に商店街の魅力を積極的に発信した。 

・前期２年度で実施した事業を点検し、協力団体との連携を深めた。 

・運営に参加している市民に、他事業へも参加してもらうことで波及効果を高めた。 

○親子参加型商店街探検隊（H29年度～R1年度） 

・各イベントで増やした商店街のファンを定期的に集客するイベントを実施した。 

・参加者から商店街への要望も同時に集め、運営方針や商店街事業に反映した。 

・子育て世代の親を中心とした商店街でのイベントを併催し、来街者の誘致を図った。 

○来街者（近隣住民含）コミュニティスペース設置（H30年度～R1年度） 

・来街者が、買物した後に、ひと休憩して地域とのコミュニケーションがとりやすい環境を整備

した。 

・休憩できて、話し合うことが出来るスペースを通じて、来街数増加を目指した。 

○巡回店舗誘致（R1年度） 

・商店街の空店舗・空き地を利用した巡回店舗を設置し、来街者の顧客満足度を増加させた。 

 

◎事業の効果 

イベント認知度、歩行者通行量が増加した。 

 

◎新型コロナウイルス感染症を踏まえて取組んだこと 

令和３年度の商店街のイベントでは、新型コロナ対策として、啓発看板の設置や啓発プラカー

ドとアルコール消毒を持って巡回する等、来街者に向けて注意喚起をしています。 

 

◎その他の成果 

前回の祭りの様子や成果物を紹介する場を設け、次につなげる取り組みを行った。さらに、Ｓ

ＮＳを利用したイベントの周知を行い、集客に効果があった。また、他団体のマルシェに参加し、

イベントの周知を行うなど、ＰＲに力を入れた。 

狙った客層を獲得する手段として、幼稚園や地元高校生にイベントに参加してもらった。参加



者家族や多くの友人が来場され、活気ある祭りになった。 

 

 
（おいち祭り） 
 


